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2021年8月30日（月） サンクチュアリ（第3ポンド） ニジマス 自分14尾 ツレ30尾

【ヒットルアー】

・モカSR(SS) 桃 1尾

・モカSR(SS) 薄茶 1尾

・モカSR（SS） 黄・オレンジ 1尾

・プチモカSR（SS） 黄・オレンジ 2尾

・プチモカSR（FⅡ） 黄・オレンジ 1尾

・ペンタ 0.5g こけ藻 4尾

・ベッキー 0.35g 銀ピンク 1尾

・ジギルｊｒ 0.7g 蛍光オレンジ 1尾

・マメしずくST 薄茶 1尾

・マメしずくBB 薄茶 1尾

＜ツレ＞注目ルアー

モカ ラトル SR（SS）ミドピィーノ風（蛍光ピンクに緑色を塗布） 5尾

トルネード 赤オレンジ 多数 （ラインブレイクでなくす）

モカSR（SS） モカSR（SS） プチモカSR（SS） プチモカSR（FⅡ）

薄茶 黄・オレンジ 黄・オレンジ 黄・オレンジ

ペンタ 0.5g マメしずくST マメしずくBB モカ ラトル SR（SS）

こけ藻 薄茶 薄茶 ミドピィーノ風

【様子】

釣りを楽しむ

http://zissen-kiroku.sakura.ne.jp/fish/
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○料金 半日午後 男性 \3,500 女性 \3,000

○月曜日は放流なし。餌撒きなし。 晴れ 風なし 水は透明

スタート（12時20分）～午後1時30分 4尾

○道とは反対側しか空いていない。道側は日陰になっているが、対岸は日向である。

○対岸の空いているところに入った。

○表層にマスの姿が見られ、動きもある。

○モカSR（SS）、プチモカSR（SS）のそれぞれ4色（黄・オレンジ、ミドピィーノ、薄茶、桃）でローテーションし

ていくことにした。

○“追いかけてくるがルアーに近づくと離れていってしまう”ことが続く。今日は難しい釣りになると感じた。

○プチモカSR（SS）黄・オレンジで連続ヒットとなったものの、続かない。

○プチモカよりモカの方が追いが良いが、口は使わない。

○モカDR（SS）を試すがまったく反応なし。モカSR（SS）の方が反応がある。

○何とか4尾取った。このあと活性が更に下がっていくだろう。

・モカSR(SS) 桃 1尾 ／ ・モカSR（SS）黄・オレンジ 1尾

・プチモカSR（SS）黄・オレンジ 2尾

午後1時30分～午後3時00分 3尾

○釣れない。隣の方が水面直下をスプーンで釣っている。

○事務所で購入した「ペンタ 0.5g こけ藻」を試すことにした。

○着水と同時に竿を立てる。スプーンが水面をちょんと跳ねた。跳ねたスプーンにマスが飛びついた。

○同様に、「着水と同時に竿を立てて、水面直下を引く」とヒット（＆ゲット）。

○水面直下には反応するが、少しでも深くなると反応しない。

○したがって、着水と同時にリトリーブするとき、竿先を下げて行うと、反応はさっぱりダメであった。

○それにしても釣れない。

○対岸の日陰になっているところが空いたので、そこに入った。

○ベッキーで1尾取った。

・ペンタ 0.5g こけ藻 2尾 ／ ・ベッキー 0.35g 銀ピンク 1尾

午後3時00分～午後4時30分 6尾

○何かをきっかけにマスがさっと集まってくる。「マメしずく薄茶」のチャンスである。

・マメしずくST薄茶 1尾 ／ ・マメしずくBB薄茶 1尾

○2尾取ったところで、マスが集まるということがなくなってしまった。

○FⅡを試してみた。1尾取った。

・プチモカSR（FⅡ） 黄・オレンジ 1尾

○対岸が日陰になってきたので、対岸に移動した。

○もう一度、マイクロスプーンで水面直下を試した。3尾取った。

○釣れない。

・ペンタ 0.5g こけ藻 2尾 ／ ・ジギルｊｒ 0.7g 蛍光オレンジ 1尾

午後4時30分～午後5時00分 1尾

○隣でツレが、“トルネード 赤オレンジ”で入れ掛かりである。

○モカSR（SS）を速めにリトリーブしてヒットカラーを探すことにした。



- 3 - 釣りを楽しむ

http://zissen-kiroku.sakura.ne.jp/fish/

○しかし、モカSR(SS) 薄茶で1尾取って終了となった。

○終了前に、ツレがラインブレイクで“トルネード 赤オレンジ”をなくしてしまった。

○PEラインの途中で切れていた。原因は不明。PEラインが絡まって解くときに、PEラインを傷つけてしまっ

たかも知れないとツレは言う。

【振り返り】

○お客さんがたくさんいた。午後から入ったのは自分たちだけであった。午前中から多くの釣り人が小さな

池でルアーを引くため、マスのルアーに対する警戒心が強くなっていると感じた。

○前回は、「追いかけてくるが口を使わない、口先（鼻先）でルアーをちょんと触る、口に入れるが鈎掛かり

しない（口に入れて、反転するのではなく、ルアーを離してしまう。」状況だった。今回は、「ある程度追い

かけてきたら、離れていってしまう。」という状況だった。今回の方がスレ方が大きい。

○今日は、水面直下のリトリーブが有効だった。“着水と同時に竿を立ててリトリーブする。”

○水面直下になっているか確認するために、竿先をちょんとあおって、スプーンを水面から跳ねさせること

も有効だと思う。

○リトリーブスピードは、スプーンが沈んで行く分を巻き取る感じである。

○モカSR（SS）ではあまり釣れなかったが、“モカ ラトル SR（SS）ミドピィーノ風”だけは連続ヒットとなった。

○“ラトル”がよかったのではなく、色が良かったのだと思う。

○パイロットルアーとしてのスプーンを探すこと。

○まだまだ試していないことがたくさんあった。釣れない釣り方を繰り返していた感じがある。

○釣れないと感じた時、釣れない状況が続くなら、別の一手を試すべきだ。

【購入ルアー】

・ペンタ 0.5g こけ藻 ￥480（税込み）

【ロストルアー】

・トルネード 赤オレンジ 自作した物を譲り受けた 市販されていない

よく釣れるトルネードだった。残念。


